
障害者施設等実態調査結果 
【時点】 
 平成25年12月20日現在 
【調査期間】 
 平成25年12月20日～平成26年
１月20日 
【調査内容】 
 関係団体を通じて、障害者ケア
ホームに対し、入居（所）者の障
害程度区分や障害程度区分認
定時の認定調査項目等を調査。 
 2336箇所から回答があり、消防

法施行令別表第一⑹項ロに該当
している旨の回答があり、延べ面
積275㎡未満のもので、認定調査
項目が明らかなもの217箇所を分
析。 
【考察】 
 入居（所）者数４人以下の施設
は、５人以上の施設に比べ、障害
程度区分の認定調査項目を確認
することにより、スプリンクラー設
備が不要となる施設の割合がや
や高くなっている。  
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入居者数３名の施設と４名の施設についての詳細分析 
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入居者数３名の施設（２３施設） 
入居者数４名の施設（５４施設） 

（入居者数：延べ２８５名） 

区分4, 
100人 

区分5, 
79人 

区分6, 
106人 

入居者の障害程度区分は、やや障害程度区分６の者が多い。 



4 
夜間に火災等が発生した場合の避難誘導について、ベル音等によって自力で
避難が可能とされる者は４０名（１４％） 
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夜間に火災が発生した場合に想定される避難誘導方法（施設関係者の回答による）
（N=285） 

※「自力避難可能な者」は、「自動火災報知設備の警報音が鳴れば
自力で屋外まで避難可能」とされた者 
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認定調査項目上、全ての項目について「できる」となる者は４１名。 
なお、そのうち、自動火災報知設備の警報音が鳴れば自力で屋外まで避難可能
は２１名。 

認定調査項目の各項目において「できる」等とされる者の数（N=285） 
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19 

10 うち自力避難可能な者が２割

以上いる施設 

うち自力避難可能な者が２割

未満の施設 

認定調査項目によってスプリンクラー免除される施設（２９施設）の内訳 
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40 

うち自力避難可能な者が２割

以上いる施設 

うち自力避難可能な者が２割

未満の施設 

認定調査項目によってはスプリンクラーが免除されない施設（４８施設）の内訳 

認定調査項目によるスプリンクラー免除の状況と、自力避難可能な者の状況
は、おおむね整合していると考えられるのではないか。 

※「自力避難可能な者」は、施設関係者の回答により、「自動火災報
知設備の警報音が鳴れば自力で屋外まで避難可能」とされた者 
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認定調査項目によってスプリンクラー免除される施設（２９施設）の内訳 

認定調査項目によってはスプリンクラーが免除されない施設（４８施設）の内訳 

※「自力避難可能な者」は、施設関係者の回答により、「自動火災報
知設備の警報音が鳴れば自力で屋外まで避難可能」とされた者 
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12 
うち自力避難可能な者が２割以上いる施設 

うち声かけ等で避難可能な者が２割以上居る施

設 
うち自力避難可能又は声かけで避難可能な者が

２割未満の施設 
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2 うち自力避難可能な者が２割以上いる施設 

うち声かけ等で避難可能な者が２割以上居る施

設 
うち自力避難可能又は声かけで避難可能な者が

２割未満の施設 
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